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ア
ヘ
ン
の
密
輸
で

侵
さ
れ
る
中
国
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1773年 アヘンの密貿易開始
それまで医薬品として毎年200箱 (1箱約60kg)
程度だつたアヘンの輸入量が、1800年 には
2000箱、1830年には2万箱にも達した。   し

イ

―転して輸入超過となった清では、

大量の銀が流出したため銀の価値
が急騰し、地租を銀で納めていた農
民を苦しめた。その結果、清は財政

的にも打撃を受けた。

:ヽ_清から紅茶、生糸、絹織物、陶
磁器などを輸入していたが、イ

ギリスは慢性的に輸入超過で、

大量の銀が清へ流出していた。

´ t

イギリスは綿布をインドヘ、

インドのプランテーションで

栽培させたアヘンを清へ、そ

して清の紅茶などをイギリス
ヘ輸出することで、大幅な貿

易黒字を実現した。

ア
ヘ
ン
を
没
収
、
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、

イ
ギ
リ
ス
は
武
力
で

清
国
に
自
由
貿
易
を
認
め
さ
せ
る
べ
く

ア
ヘ
ン
戦
争
を
し
か
け
た
。

ア
ヘ
ン
の
密
貿
易
で
儲
け
た

イ
ギ
リ
ス
の
謀
略

乾
隆
帝
の
時
代
に
最
盛
期
を
迎
え
た
清
朝
だ

っ
た
が
、
そ
の
後
は
官
僚
の
腐
敗
な
ど
で
弱
体

化
し
、
１８
世
紀
末
か
ら
は
自
蓮
教
徒
の
乱
な
ど
、

民
衆
反
乱
が
頻
発
し
た
。

そ
の
こ
ろ
イ
ギ
リ
ス
は
、
対
清
貿
易
を
ほ
ぼ

独
占
し
て
い
た
が
、
紅
茶
や
絹
織
物
な
ど
の
輸

入
が
増
え
る

一
方
、
イ
ギ
リ
ス
産
の
綿
布
は
売

れ
ず
、
大
幅
な
輸
入
超
過
に
陥
っ
て
い
た
。
こ
う

し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
イ
ギ
リ
ス
は
、
清

国
内
で
の
ア
全
ン
吸
飲
の
習
慣
に
目
を
つ
け
た
。

当
時
イ
ン
ド
の
大
部
分
を
支
配
下
に
お
さ
め
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
は
（Ｐ
ｌ
ｌ
ｌ
参
照
）
、
イ
ン
ド
で
栽

培
さ
せ
た
ア
全
ン
を
清
に
密
輸
す
る
三
角
貿
易

を
考
え
出
し
、
大
量
の
ア
全
ン
を
清
に
売
り
込

ん
だ
。
こ
れ
に
よ
リ
イ
ギ
リ
ス
は
貿
易
黒
字
に

転
じ
、
清
か
ら
は
銀
が
流
出
し
た
。

ア
ヘ
ン
が
庶
民
に
ま
で
広
ま
っ
た
た
め
、
事
態

を
憂
慮
し
た
清
朝
政
府
は
、
ア
令
ン
の
密
輸
を

取
り
締
ま
る
た
め
、
林
則
徐
を
広
州
に
派
遣
。

イ
ギ
リ
ス
商
社
な
ど
が
所
有
し
て
い
た
ア
令
ン

を
没
収
し
て
廃
棄
さ
せ
、
ア
全
ノ
密
輸
を
厳
禁

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
公
行

（特
許
商
人
）
を
通

じ
て
し
か
貿
易
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
不
満
を

も
っ
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
武
力
で
自
由
貿
易
を
認

め
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
。
１
８
４
０
年
、
広
州
に

艦
隊
攻
撃
を
し
か
け
、
ア
ヘ
ン
戦
争
が
勃
発
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
軍
は
物
資
輸
送
の
要
衝
で
あ
っ

た
上
海
の
運
河
を
封
鎖
す
る
な
ど
し
て
戦
争
に

勝
利
し
、
４２
年
の
南
京
条
約
と
翌
年
の
虎
門
案

追
加
条
約
に
よ
り
香
港
島
を
獲
得
し
た
ほ
か
、

清
の
関
税
自
主
権
を
奪
っ
た
。
清
は
さ
ら
に
ア

メ
リ
カ
（
警
鳳
条
約
）
、
フ
ラ
ン
ス
（
静
静
条
約
）

と
も
同
様
の
不
平
等
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
と

な
り
、
列
強
に
よ
る
中
国
の
半
植
民
地
化
が
開

始
さ
れ
た
。

鐵
差さ
大
臣

糊
貼
徹
　
　
縦
酬
聾
鍔

ア
ヘ
ン
没
収
ｏ廃
棄
続
誦
則徐

清
　
敗
北

ａ
回

ロ

ー
８
４
２
年

香
港
島
の
割
譲
や
賠
償
金
の
支
払
い
、
広
州
、

上
海
な
ど
５
港
の
開
港
、公
行
の
廃
止
な
ど
。

籠
回
闘
囲
９

１
８
４
３
年

イ
ギ
リ
ス
は
清
の
関
税
自
主
権
を
奪
い
、領
事

裁
判
権
や
最
恵
国
待
遇
を
認
め
さ
せ
た
。

列
強
は
さ
ら
な
る

・
・

清
へ
の
進
出
を
求
め
る
。

ア
ロ
ー
戦
争
　
　
ァロ当
事
嵯

（第
２
次
ア
ヘ
ン
戦
争
）
浬
鋪
験
仏
「

英
の
蒸
気
船
艦
隊

の
前
に
完
敗
。

紅茶窪FE誌婚贅ξど■み残∠猾 肝 帽甜脳餌釜躙 奄ぶ「ミ春宅踪 雰撃あ覇 112となり、アヘン戦争の遠因となつた。
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